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 東京電力福島第一原子力発電所事故によって、環境中に 137Csをはじめとする人工放射性

核種が拡散及び沈着し、陸域に沈着したこれらの核種は、河川を介して陸域から海域へも

移行している。平水期間の阿武隈川においては、懸濁態 137Cs が溶存態よりも 137Cs 移行に

大きく寄与していたと報告されている[1]が、出水期間の陸水における懸濁態 137Cs移行量や

水位変化に伴う懸濁態 137Cs濃度の変化に関する報告例は少ない[2], [3]。そこで本研究では、

福島県の一級河川である阿武隈川を対象に、出水期間の水位変化に伴う懸濁物質の濃度、

懸濁態 137Cs濃度及び懸濁物質中の 137Cs濃度等の変化について観測し、懸濁物質による 137Cs

移行量を明らかにすることを目的とした。 

 試料は、阿武隈川中流域の二本松水位観測所付近で、2023 年 11 月７日６時～８日８時

の出水期間（総降水量：33.0 mm（二本松アメダス観測所））に、２時間ごとに河川水（約

40 L）を採取したものを用いた。河川水試料を懸濁態カートリッジフィルター（孔径 1 µm）

でろ過したのち、Ge半導体検出器を用いてカートリッジの 137Csを測定し、ろ過した試料量

[L]で除して懸濁態 137Cs 濃度[mBq/L]を算出した。また、カートリッジを乾燥させて懸濁物

質量[mg]を測定し、懸濁物質中の 137Cs 濃度[Bq/kg 乾]を算出した。比較のため、2022年８

月～2023年 12月の平水期間に月１回程度採取した河川水についても同様の測定を行った。 

 二本松水位観測所の水位は、11月７日６時（2.65 m）～13時（4.37 m）にかけて上昇し、

その後緩やかに低下した。水位の上昇とともに懸濁物質濃度（17～388 mg/L）と懸濁態 137Cs

濃度（19～261 mBq/L）も上昇し、平水期間の範囲（それぞれ 4～28 mg/L、2～32 mBq/L）

と比較しても、１桁以上高かった。降雨とともに上流域の土壌に由来する懸濁物質が大量

に流入したものと考えられる。懸濁物質濃度と懸濁態 137Cs濃度との間には有意な正の相関

関係がみられ（R2 = 0.55、p < 0.01）、宮城県の大川での既報[3]と同様の結果であった。一

方、懸濁物質中の 137Cs 濃度は 810～2580 Bq/kg 乾の範囲であり、平水期間の範囲内（460

～3520 Bq/kg乾）にあった。 

 懸濁態 137Cs 濃度と水位から、二本松水位観測所における観測期間（2023 年 11 月７日５

時～８日９時）の懸濁態 137Cs移行量は 2.3×109 Bq（1時間あたり 8.3×107 Bq）と算出さ

れた。また、同一地点における平水期間の懸濁態 137Cs移行量は 1.7×105～8.7×106 Bq/時

と算出された。このことから、今回の観測期間に平水期間の約 9.5～490 倍の懸濁態 137Cs

が移行したことが示された。 
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